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福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

　株式会社　地域計画連合

上尾市立あたご保育所 種別：

℡
３６２－００３４
埼玉県上尾市愛宕２丁目２３番地２２号

定員(利用人数)：

048-774-8079

○広い園庭で子どもたちがのびのびと楽しく遊び、安全に配慮した取り組みが行われている
保育室の全クラスが園庭に面しており、外に出ると自然と靴を脱ぎ、土や砂の感触を楽しむなど、
のびのびと遊べる環境が整っている。園舎の形状がＬ字となっており、建物が風を遮り、冬でも十
分に遊ぶことができる。安全・安心な環境で遊びができるように職員と一緒に子どもたちも石を
拾ったり、危険な物を除去したりする活動に異年齢児で力を合わせて、協力しながら維持・整備に
努めている。園舎の耐震工事も終了し、将来的にプール周りに木を植えたり、花壇の充実などの緑
化環境整備も視野に入れた取り組みを進めており、保育環境のさらなる拡充にも期待が持てる。
○経営層のリーダーシップをもとに、リズムへの取り組みを保育に活かし、職員間の連携・信頼関
係が保護者の高い満足度、子どもたちの楽しい保育につながっている
所長を中心とした職員間での連携を活かして保育活動を進めている。所長は保育活動のフォローに
入ったり、保育への実践を通して指導・助言などにつなげている。副所長は所長との連携を活かし
て、職員の保育への取り組みの意識共有などに努め、所長とのリーダーシップを活かして保育所全
体の運営を進めている。リズム研修を実施して保護者と子どもを巻き込んだ保育活動が展開されて
いる。また、リズムは全クラスでの取り組みともなっており、異年齢での交流や他保育所と交流な
どにも一役かっている。職員は保護者との丁寧なコミュニケーションを図り、職員間での連携・信
頼関係の良さが保育活動への取り組みに表れている。所長・副所長を中心とした職員全体の一体感
が保護者からの信頼、保育への高い満足度につながり、子どもたちの楽しく・豊かな感性の醸成に
活かされた保育活動として展開されている。
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◇特に評価の高い点
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評価結果概要

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

第三者評価を受け、多角的に保育所全般を見直す機会となりました。耐震工事後の利点を生かし、
園庭整備等の保育環境をより良いものとなるよう職員間で協議して進めていきたいと思います。ま
た、保護者の皆様には、利用者調査アンケートへのご協力を有難うございました。アンケート結果
から、保護者様の満足度が高い数値であったことは、職員一同の励みとなりました。今後は、さら
に安心・安全な保育所となるよう保護者の皆様のご意見やご理解・ご協力を得ながら「一人ひとり
を大切にする保育」を行っていきたいと思います。

○保育室に置かれているおもちゃや絵本など、見せ方やしまい方など、環境設定のさらなる工夫に
期待したい
保育室内の環境はおもちゃをコーナーにある棚の中や上に収納され、自由に遊べたり、ままごと遊
びもできるなどの工夫をしている様子は見られた。玩具や絵本などの拡充・整備については、玩具
や絵本を購入し、子どもたちへの見せ方も絵本棚を導入している。着席して本と触れ合える環境も
整え、職員研修の際にも学びを進めている。今後、ロッカーや本棚などの利用の仕方を全職員で協
議して、さらに子どもの主体性・自主性を引き出し伸ばしていく、年齢に応じたおもちゃの種類や
数量、提供の仕方などをさらに工夫し、子どもたちが自ら思わず手に取り楽しく遊びたくなるよう
な環境設定の配慮にも期待したい。
○保育所での様々な配慮や工夫などを考え方とともに伝え、さらなる保護者の理解と協力に活かさ
れたい
職員間で子どもや保護者に関する情報を共有し、職員間での連携を活かして保護者とのコミュニ
ケーションを丁寧に行っている。また、給食の展示への配慮や保育活動の様子を保護者に伝える工
夫など、取り組みを伝える様々な配慮がなされている。保育所室内の環境整備や子どもたちの安全
や安心につながる取り組みなどの考え方や職員一人ひとりの保育への思いなども合わせて伝えてい
くことも期待したい。また、保育士・調理師などの保育に関わる工夫や配慮などをさらに保護者に
向けて知らせ、子どもたちの様子を直に見て感じてもらう保育参加などの取り組みをさらに推進し
て、保護者のさらなる保育所への理解と協力、支援などに活かされたい。
○職員全員での合議をもとに、将来像や目指す保育を共有して中期計画として取りまとめ、さらな
る連携・保育活動の向上に活かされたい
主要な会議体系が確立され、意思決定プロセスが整っており、職員会議などの場では全員が出席で
きるように工夫し、意見を出し合って皆で決めていくことができるように取り組んでいる。職員一
人ひとりの保育力の向上、人材の育成に関する所長の思いも見られる。職員各自の資質を活かして
よりよい保育活動につなげ、保育所の将来像やどのような保育を目指していくか、耐震補強工事後
の部屋の使い方や遊びへの工夫などを職員合議を基本に話し合い共有して、保育所独自の中期計
画、園の目指す保育などの検討を進め、具体的な目標・達成指標などを明確にして、職員間での連
携向上、さらなる保育活動の向上に活かされたい。

◇特にコメントを要する点


